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2

米
子
市
と
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
現
在
米
子
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
計
画

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
、
行
政

や
福
祉
関
係
者
な
ど
様
々
な
主
体
が
役
割
を

持
ち
な
が
ら
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
と
も
に

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
米
子
市
内
全
29

地
区
に
て
、
住
民
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る

方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
地
域
懇
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
は
ど
ん
な
良
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
も
っ
と
住

み
よ
い
地
区
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
の
か
な
ど
、
多
く
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

住
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
が
、
こ
れ
か
ら
も
や
り
が
い
を

持
っ
て
安
心
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
住
民
活
動
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
懇
談
会
を

全
地
区
で

実
施
し
ま
し
た

グループワークの様子

話し合いの結果を発表



「
何
か
あ
っ
た
ら
声
か
け
て
よ
」
と

言
い
あ
え
る
地
域
に

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
31

年
4
月
か
ら
在
宅
福
祉
員
活
動
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

長
年
、
在
宅
福
祉
員
の
活
動
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
80
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
の
見
守
り
を
行
う
た
め
の
訪
問
活
動
に

重
点
を
お
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
明
道
地
区
で
も
新
た
な

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
に
在
宅
福
祉
員
や
民
生
委
員
等

の
関
係
者
で
集
ま
り
、
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
長
年
親
し
ん
だ
活
動

で
あ
り
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
み
に

し
て
頂
い
て
い
た
た
め
、
関
係
者
の
間
で
も

様
々
な
思
い
が
あ
る
中
、「
こ
れ
か
ら
の
明
道

地
区
に
何
が
必
要
か
？
」
に
つ
い
て
、
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
生
活
用
品
等
を
持
っ
て
訪
問
し
、

本
来
の
見
守
り
援
助
活
動
に
重
点
を
置
く
こ

と
で
、
高
齢
者
が
よ
り
気
軽
に
困
り
ご
と
を

相
談
し
や
す
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
の
明
道
地
区
は
…

「
何
か
あ
っ
た
ら
声
か
け
て
よ
」
と
お
互
い

に
言
い
合
え
て
、
困
っ
た
時
に
頼
る
こ
と
の

で
き
る
関
係
性
を
地
域
で
作
っ
て
い
く
為
に
、

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

ず
は
在
宅
福
祉
員
活
動
を
通
し
て
、
高

齢
者
を
見
守
る
体
制
を
つ
く
り
、
地
域
で
支

え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

明
道
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

橋
本
会
長
よ
り

【
次
回
は
永
江
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】

「
子
ど
も
も
来
て
く
れ
る
が
、
す
ぐ
に
来
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
近
所
に
こ
う
や
っ
て

声
を
か
け
て
く
れ
、
何
か
あ
っ
た
ら
頼
め
る

人
が
い
て
く
れ
て
安
心
し
て
い
ま
す
。」

「
近
所
の
顔
な
じ
み
の
人
だ
か
ら
こ
そ
何
で

も
言
え
る
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
て
い
ま

す
。」
と
見
守
り
活
動
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
か
ら
も
声
を
頂
い
て
い
ま
す
。

新
体
制
で
の
在
宅
福
祉
員
活
動
が
ス
タ
ー
ト

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
8
〈
明
道
地
区
〉



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓　
成

日
ノ
出
町
三
上 

康
文

金
一
封

御
尊
父 

祐
次 

様

東

福

原
椿 

銀
也

二
万
円

御
令
嬢 

美
果 

様

博

労

町
西
村 

卓
晃

一
万
円

御
祖
母 

朋
江 

様

冨
士
見
町
藤
田 

明
彦

金
一
封

御
母
堂 

久
美
子 

様

東

山

町
長
尾 

修

二
万
円

御
尊
父 

亮 

様

博

労

町
中 

寿
宏

金
一
封

御
尊
父 

禎
弘 

様

明　
道

道

笑

町
石
倉 

哲
郎

金
一
封

御
母
堂 

久
子 

様

四
日
市
町
松
浦 

正
明

金
一
封

御
母
堂 

美
栄
子 

様

昭

和

町
内
田 

武
久

金
一
封

御
母
堂 

静
江 

様

道

笑

町
塚
田 

成
彰

金
一
封

御
尊
父 

稜 

様

住
所

氏
　
名

金
額

鳥
取
市
今
町

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

鳥
取
支
社
長
　
斉
藤
　
敦

一
万
五
千
二
百
円

旗

ヶ

崎

株
式
会
社 

寿
電
気

五
万
円

昭

和

町

妹
尾
　
稔

十
万
円

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

昭

和

町
加
藤 

典
裕

金
一
封

御
尊
父 

博 

様

長

砂

町
宅
野 

敏
昭

金
一
封

御
母
堂 

ち
え
子 

様

就　
将

錦

海

町
野
津 

亮

金
一
封

御
尊
父 

鉄
成 

様

陰

田

町
三
好 

英
夫

金
一
封

御
母
堂 

一枝 

様

東

町
中
村 

洋

一
万
円

御
母
堂 

民
子 

様

大

谷

町
佐
野 

久
雄

金
一
封

御
内
室 

康
子 

様

末

広

町
石
原 

愛
子

金
一
封

御
母
堂 

好
江 

様

義　
方

立

町
安
藤 

幸
枝

金
一
封

御
主
人 

隆
利 

様

灘

町
米
田 

顕
太
郎

金
一
封

御
子
息 

義
明 

様

立

町
斉
木 

淳
史

金
一
封

御
尊
父 

博
行 

様

三

本

松
木
村 

衞

二
万
円

御
尊
父 

勇 

様

旗

ヶ

崎
佐
々
木 

勇
夫

金
一
封

御
内
室 

常
子 

様

三

旗

町
福
島 

倫
正

金
一
封

御
母
堂 

登
喜
子 

様

米

原
三
善 

英
之

金
一
封

御
母
堂 

す
み
子 

様

米

原
持
田 

友
子

金
一
封

御
主
人 

和
也 

様

三

本

松
丸
山 

和
彦

金
一
封

御
母
堂 

信
子 

様

三

本

松
松
本 

照
子

金
一
封

御
主
人 

喬 

様

角

盤

町
飛
田 
清
隆

金
一
封

御
尊
父 

朝
昌 

様

三

本

松
吉
村 
哲
郎

金
一
封

御
内
室 

勝
代 

様

三

本

松
小
坂 

喜
郎

金
一
封

御
尊
父 

宏 

様

住　
吉

旗

ヶ

崎
中
曽 

景

金
一
封

御
子
息 

健一 

様

上

後

藤
竹
信 

と
し
子

金
一
封

御
主
人 

和
彦 

様

上

後

藤
岩
崎 

淳

金
一
封

御
母
堂 

た
か
ね 

様

旗

ヶ

崎
長
谷
川 

大
介

金
一
封

御
尊
父 
節
夫 

様

上

後

藤
田
村 

愛
子

金
一
封

御
主
人 
和
正 

様

上

後

藤
魚
谷 

純

十
万
円

御
母
堂 
繁
子 
様

上

後

藤
野
々
村 

由
香

金
一
封

御
尊
父 

勝 
様

鳥
取
市
青
葉
町

木
村 

聡

金
一
封

御
尊
父 

次
郎 

様

上

後

藤
仲
本 

恵
子

金
一
封

御
主
人 

敏
行 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

上

後

藤
福
谷 

洋
子

金
一
封

御
母
堂 

咲
子 

様

上

後

藤
佐
布 

洋一

金
一
封

御
内
室 

登
子 

様

彦

名

町
上
村 

良
江

金
一
封

御
主
人 

章 

様

旗

ヶ

崎
呉
藤 

隆
弘

三
万
円

御
尊
父 

務 

様

旗

ヶ

崎
中
曽 

多
美
子

金
一
封

御
主
人 

景 

様

旗

ヶ

崎
赤
木 

博

金
一
封

御
義
父 

⻆ 

光
代
資 

様

上

後

藤
松
永 

弘
子

二
万
円

御
主
人 

雅
博 

様

安

倍
三
島 

博

二
万
円

御
母
堂 

あ
い 

様

旗

ヶ

崎
星
野 

ま
り
子

金
一
封

御
主
人 

映
治 

様

上

後

藤
古
藤 

美
智
子

金
一
封

御
主
人 

好
夫 

様

車　
尾

車

尾

南
福
住 

俊
郎

金
一
封

御
母
堂 

と
よ 

様

車

尾
⻆
田 

篤
典

金
一
封

御
尊
父 

暲 

様

車

尾
野
坂 

朱
美

金
一
封

御
主
人 

昭
次 

様

加　
茂

両

三

柳
長
田 

昌
之

金
一
封

御
尊
父 

充
晴 

様

両

三

柳
井
本 

美
喜
子

金
一
封

御
母
堂 

み
よ 

様

両

三

柳
遠
藤 

悦
子

金
一
封

御
母
堂 

三
重
子 

様

両

三

柳
山
﨑 

登
寿
子

金
一
封

御
主
人 

征
史 

様

河　
崎

河

崎
錦
織 

政
子

金
一
封

御
主
人 

明
徳 

様

河

崎
佐
々
木 

均

金
一
封

御
内
室 

香
保
里 

様

河

崎
矢
本 

敦
子

金
一
封

御
主
人 

則
文 

様

河

崎
田
熊 

冨
士
雄

金
一
封

御
母
堂 

千
枝
子 

様

河

崎
岩
永 

篤
志

金
一
封

御
母
堂 

な
つ
子 

様

河

崎
足
立 

謙
治

二
万
円

御
尊
父 

晴
國 

様

福
生
東

上

福

原
大
西 

富
美

金
一
封

御
主
人 

浩
和 

様

和

田

町
⻆ 

 

誠
二

三
万
円

御
義
父 

森
岡 

肇 

様

角

盤

町
名
島 

明
宏

二
万
円

御
母
堂 

久
惠 

様

上

福

原
福
多 

瑞
枝

一
万
円

御
母
堂 

千
代
江 

様

香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

淀
江
町
小
波

松
江 

芳
高

金
一
封

見
舞
い
返
し
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
平
成
31
年
3
月
１
日
～

令
和
元
年
5
月
31
日

4



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

皆

生
松
本 

規
子

金
一
封

御
主
人 

太
輔 

様

上

福

原
寺
島 

倫
子

金
一
封

御
令
弟 

越
田
健
三 

様

上

福

原
亀
井 

睦
夫

三
万
円

御
尊
父 

恭
匡 

様

福
米
東

米

原
元
山 
剛
志

金
一
封

御
母
堂 

濤
來
音 

様

西

福

原

谷 
達
朗

金
一
封

御
尊
父 

幸
郎 

様

東

福

原
岡
田 

京
子

二
万
円

御
主
人 

成
美 

様

東

福

原
森
脇 

健

三
万
円

御
母
堂 

秀
子 

様

米

原
小
谷 

慎
二

金
一
封

御
内
室 

聖 

様

西

福

原
笠
原 

尚

金
一
封

御
母
堂 

み
ど
り 

様

東

福

原
上
田 

和
子

金
一
封

御
母
堂 

川
原
ふ
み
子 

様

西

福

原
井
山 

潤一郎

金
一
封

御
母
堂 

千
枝
子 

様

福
米
西

新

開
大
熊 

毅

金
一
封

御
内
室 

ひ
と
み 
様

西

福

原
本
間 

靖
子

金
一
封

御
母
堂 

三
上
訓
子 
様

西

福

原
田
中 

智
恵
子

金
一
封

御
主
人 

正
二 

様

西

福

原
才
木 

朝
夫

三
万
円

御
内
室 

美
恵
子 

様

西

福

原
生
田 

善
平

十
万
円

御
母
堂 

恵
美
子 

様

崎　
津

葭

津
山
口 

貴
久
代

一
万
円

御
尊
父 

利
雄 

様

大

崎
小
笹 

敏一

金
一
封

御
母
堂 

八
代
子 

様

大
篠
津

大
篠
津
町
松
本 

一博

金
一
封

御
尊
父 

澄 

様

大
篠
津
町
本
池 

き
よ
美

金
一
封

御
尊
父 

宣
成 

様

大
篠
津
町
本
池 

達
也

金
一
封

御
尊
父 

源
二 

様

大

崎
渡
邉 

正
章

金
一
封

御
尊
父 

昭 

様

大
篠
津
町
安
田 

英
樹

金
一
封

御
尊
父 

志
郎 

様

大
篠
津
町
永
井 

正
夫

金
一
封

御
尊
父 

潔 

様

和　
田

和

田

町
𠮷
村 

哲
也

金
一
封

御
尊
父 

勇 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

和

田

町
⻆ 

裕
貴

金
一
封

御
尊
父 

馨 

様

和

田

町
安
達 

大
樹

金
一
封

御
尊
父 

泰
治 

様

富　
益

富

益

町
松
下 

明
正

金
一
封

御
尊
父 

壽
政 

様

夜　
見

夜

見

町
山
口 

章
子

金
一
封

御
主
人 

正
明 

様

成　
実

石

井
岡
崎 

雄一郎

金
一
封

御
尊
父 

義
雄 

様

古

市
潮 

晃
史

金
一
封

御
尊
父 

時
雄 

様

古

市
赤
井 

誠

金
一
封

御
尊
父 

弘 

様

美

吉
森
尾 

寿一

三
万
円

御
母
堂 

春 

様

宗

像
木
村 

英
夫

金
一
封

御
内
室 

浩
子 

様

奥

谷
田
村 

由
美
子

金
一
封

御
尊
父 

芳
夫 

様

河

崎
星
野 

勇

金
一
封

御
母
堂 

春
子 

様

石

井
足
立 

靖
枝

金
一
封

御
主
人 

隆
司 

様

尚　
徳

青

木
横
山 

豪

金
一
封

御
尊
父 

憲
将 

様

別

所
杉
村 

照
夫

金
一
封

御
母
堂 

節
子 

様

永　
江

永

江
田
口 
弘
子

金
一
封

御
主
人 

俊
夫 

様

五
千
石

諏

訪
石
田 

正
憲

二
万
円

御
母
堂 

善
子 

様

諏

訪
東
田 

幸
司

金
一
封

御
尊
父 

憲
正 

様

諏

訪
生
田 

勝

金
一
封

御
母
堂 

久
子 

様

巌

蚊

屋
寺
田 

一成

金
一
封

御
母
堂 
節
子 
様

蚊

屋
岩
谷 

和
功

金
一
封

御
尊
父 

義
雄 
様

今

在

家
松
本 

百
合
子

金
一
封

御
主
人 

研
二 

様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

二

本

木
妹
能 

利
広

金
一
封

御
尊
父 

益
利 

様

春　
日

赤

井

手
大
東 

充
明

三
万
円

御
母
堂 

テ
ル
ヲ 

様

古

豊

千
加
藤 

衡

金
一
封

御
内
室 

幸
子 

様

古

豊

千
西
尾 

光
世

金
一
封

御
尊
父 

茂 

様

下

新

印
種
子 

康
秀

金
一
封

御
母
堂 

峯
子 

様

茨
木
市
学
園
町

平
井 

豊

三
万
円

御
母
堂 

光
子 

様

大　
高

尾

高
下
本 

ヨ
ネ
子

金
一
封

御
母
堂 

順
代 

様

尾

高
木
下 

一郎

金
一
封

御
内
室 

久
子 

様

県

日

下
山
根 

伸一

金
一
封

御
尊
父 

亀
尾
福
重 

様

河

岡
安
田 

亨
司

金
一
封

御
尊
父 

繁
則 

様

淀　
江

淀
江
町
淀
江
國
頭 

誠

三
万
円

御
尊
父 

重
遠 

様

淀
江
町
西
原
畠
中 

織
衣

金
一
封

御
主
人 

弘 

様

淀
江
町
小
波
武
田 

光一

金
一
封

御
母
堂 

宮
子 

様

淀
江
町
淀
江
景
山 

明
英

金
一
封

御
尊
父 

勝
行 

様

淀
江
町
西
原
堀
尾 

孝
司

金
一
封

御
尊
父 

哲
郎 

様

淀
江
町
小
波
髙
濱 

圭
二

金
一
封

御
母
堂 

二 

様

淀
江
町
淀
江
舩
木 

一彦

金
一
封

御
尊
父 

英
治 

様

淀
江
町
淀
江
岩
本 

美
紀
夫

金
一
封

御
母
堂 

麻
子 

様

淀
江
町
稲
吉
野
津 

文
夫

金
一
封

御
母
堂 

美
智
枝 

様

淀
江
町
佐
陀
小
谷 

和
良

金
一
封

御
尊
父 

修
典 

様

淀
江
町
西
原
内
田 

和
治

金
一
封

御
内
室 

文
子 

様

淀
江
町
淀
江
若
松 

和
子

金
一
封

御
主
人 

健 

様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
︑寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
︒

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
︑所
得
税
︑市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
︒
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令和元年度 事業計画・予算
米子市社会福祉協議会は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまち」を目指し、

地域の皆様とともに地域福祉の推進に取り組みます。

◉組織体制と財政基盤の強化
◉地域福祉事業の推進

◉生活支援・総合相談事業の推進
◉広報活動の推進

運営体制を強化し、信頼される法人運営に努めます。
理事会、評議員会、監事会、委員会等の開催
広報活動の実施
社会福祉大会・流灯会等の開催
米子市社会福祉法人等連絡会の開催

法人運営

地域での支えあいをすすめます。
地域支援事業
米子市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定
地区社協活動支援事業
小地域ネットワーク事業
（見守り活動、ふれあいいきいきサロン活動推進）
災害時要支援者避難支援の推進
福祉バス運行事業
福祉団体等への支援・協力

支え合いのまちづくり

ボランティア活動・福祉教育をすすめます。
ボランティアセンター事業の運営
福祉教育の推進

福祉・ボランティアの心を育むまちづくり

住み慣れた地域での生活を支援します。
デイサービス事業
（米子中央デイサービスセンター・よどえ通所介護事業所）

介護事業

暮らしや困りごとの相談をお受けし、
安心できる暮らしのお手伝いをします。
生活困窮者自立相談支援事業
日常生活自立支援事業
生計困難者に対する相談支援事業
資金貸付事業
総合相談事業
地域包括支援センター事業
ファミリー･サポート･センター事業

安心して暮らせるための相談・支援の取組

重点目標

令和元年度米子市社会福祉協議会資金収支予算書

次年度へ繰越（7,723）

単位：千円

介護事業
（98,350）

包括支援
センター事業
（74,352）

受託事業
［包括支援
センター除く］
（62,792）

地域福祉事業
（34,773）

法人運営事業
（90,061）

前年度から繰越（7,723）
積立金取崩収入
（7,500）
雑収入、利息
（2,255）

介護保険
事業収入
130,821

負担金収入
（3,500）
事業収入
（1,851）

貸付事業収入
（1,500）

受託金収入
（107,609）

補助金収入
（67,194）

寄付金収入
（12,150）

会費収入（25,948）

収入 支出

収支予算［予算額：３６８，０５１千円］

主な事業・活動の内容
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【お問い合わせ】よなご暮らしサポートセンター　☎35-3570

ご厚意ありがとうございました
米子市社会福祉協議会ではイオンリテール株式会社米子駅前店に
団体登録をしております。キャンペーン期間（平成30年9月～平成31
年2月）に皆様より総額2,593,083円の黄色いレシートを投函い
ただきました。レシート合計金額の１％に相当する25,900円のイオン
ギフトカードの贈呈を受け、缶詰やインスタント食品などを購入し、
本会が実施しているフードパートナー事業に活用させていただきま
す。皆様の買い物が、生活に困られている方の支援につながります。
本会では引き続き、キャンペーンに参加するとともに、フードパート
ナー事業に食品・食材提供者として協力していただける市民・企業・
商店の皆様の登録を募集しています。
皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
詳しくはホームページをご覧ください。

イオン
幸せの

黄色いレシート
キャンペーン

障がいのある方とボランティアが一緒に歩きながら、ふれあい・
交流を深める～1000人ウォーク～。緊急の際にも、スムーズな
連携が行えることを目的としています。今回は、シドニーパラリン
ピックのマラソンで５位に入賞されるなど輝かしい成績を収め
られた福留史朗さんをゲストとしてお迎えします。ゴール後は、
体育館へ移動し、みんなでレクリエーションを楽しみます。災害
時の非常食（マジックライス）の実演・試食も行います。皆さま
のご参加及びボランティアをお待ちしています！！

と　き

ところ

申込締切

９月29日(日)
午前９時～正午
どらドラパーク
米子市民体育館及び周辺
８月30日(金)

第40回「米子市福祉のつどい」
～1000人ウォーク～

お問い合わせ
米子市福祉のつどい事務局
（米子市ボランティア協議会）福祉のつどい専用
☎０７０-３７７５-4７６２／Fax ３７-３８５５

平成31年4月23日に、（株）ツルハホール
ディングス様より「自走車いす」を2台寄
贈いただき、県立福祉人材センターに
て、贈呈式が行われました。
米子市社会福祉協議会では、車いすの
無料貸出を行っていますので活用させ
ていただきます。詳しくは
ホームページでご確認下
さい。

車いすを
寄贈いただきました

お知らせ
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よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
5
5
令
和
元
年
7
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

【お問い合わせ】企画広報室 ☎23-5490　E-mail furesato@chukai.ne.jp

●地域活動支援センターひまわり
●米子野鳥保護の会
●特定非営利活動法人 山陰福祉の会
●合同印刷株式会社
●山陰総合リース株式会社
●かつらぎ中ノ海支部

新しい賛助会員（法人・団体）を紹介します。賛助会員加入ご協力のお願い
賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉
協議会の地域福祉活動を財源面から支援、
協力して下さる方を募集しております。

（順不同 敬称略）

精
霊
会
・
流
燈
会
の
ご
案
内

し
ょ
う
り
ょ
う 

え 

り
ゅ
う
と
う 

え

恒
例
の
精
霊
会
・
流
燈
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
当
日
、
ご
先
祖
の
ご
供

養
を
さ
れ
る
方
々
に
は
、一、〇
〇
〇
円
で
灯
ろ
う
を

お
分
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

※

当
日
は
供
物
を
承
り
ま
す
が
、塔
婆
・
仏
具
・
提
灯
な
ど
及
び

缶・ビ
ン
な
ど
の
持
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

会
場
に
は
、十
分
な
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

米
子
市
役
所
駐
車
場
は
無
料
処
理
券
と
交
換
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
 

時
 ８
月
１６
日（
金
）

灯
ろ
う
受
付
 
午
後
５
時
よ
り
８
時
30
分
ま
で

灯
ろ
う
流
し
 
午
後
７
時
よ
り

会
 

場
 湊
山
公
園
 

【お問い合わせ】 米子市社会福祉協議会　☎23-5490

合同印刷株式会社は
昭和42年9月に設立
以来約52年間、印
刷を通じ地域社会
に貢献すべく、社員
一同励んでまいりま
した。

そうしたなか、現在ユニバーサルデザイン(UD)に
取り組んでいます。年齢、性別、国籍、人種､障害
の有無等にかかわらず様々な人々が気持ちよく使
えるように意図して作られた製品・環境のデザイ
ンを意味し、印刷物についてはメディアユニバーサ

ルデザイン(MUD)の視点を取り入れ、利用する人
のことを考え、きちんと情報が伝わることを重視し
ています。例えば文字の書体、大きさ、色使い、地
図、グラフなど読みやすく、見やすい印刷物をつく
るよう工夫しています。社員にはメディア・ユニバー
サルデザイン3級有資格者もおり、日常の仕事に活
かしています。
　こうした取り組みをはじめ社会貢献につながる
活動の一環としてこの度、賛助会員として社会福
祉の活動のお手伝いをさせていただくこととなりま
した。
　よりよい社会をつくっていくために微力ではあり
ますが頑張ってまいります。よろしくお願いいたし
ます。

合同印刷株式会社　米子市和田町2005-2賛助会員ご紹介

”人にやさしい印刷“を。


